
ふれあいプラザ向原

吉田人権会館広島断酒ふたば会（中田克宣）
☎090-4802-1865

場所・日時

3月 10日(金)18：30～20：30
3月26日(日)13：30～15：30

お問い合わせ

自分や家族のお酒の問題で悩んでいませんか？
お気軽にご相談ください。断酒会 3月3日(金) 18：30～20：30

保健医療課（☎42‐5619）

国民健康保険（国保）の

届出をお忘れなく！

届出が必要なときの留意点
●加入の届出が遅くなると？
　国民健康保険の加入日は、届出をされた日からで
はなく、前の社会保険等の資格がなくなった日まで
さかのぼります。保険税もその月までさかのぼって
課税されますので注意してください。
●脱退の届出が遅くなると？
　届出がないと保険税が課税され続けます。勤務先
の社会保険等の保険料と二重に支払いをしてしま
うこともありますので、社会保険等の保険証を受け
取られたら速やかに届出をしてください。
　また、誤って安芸高田市国民健康保険証を使って
医療機関等を受診された場合、保険が負担している
医療費（７割から９割）を、後日安芸高田市に返還し
ていただくことになります。
●安芸高田市国保から他の保険への変更中に
　病院にかかるときは？
　安芸高田市からの転出や、社会保険等の保険証変
更により、次の保険証の交付に日数がかかるときに
やむを得ず医療機関等を受診されるときは、保険の
切り替え手続き中であることを必ずお伝えくださ
い。切り替え手続き中であっても安芸高田市国民健
康保険は使えないので注意してください。

３月・４月は卒業・就職・退職などの多い時期に
なります。それに伴い、健康保険の変更があるとき
は14日以内に届出が必要です。期限内に、必要なも
のをそろえて市役所保健医療課または、各支所ま
で届出をしてください。

①国民健康保険に加入するとき

・社会保険等をやめたことがわかる証明書
・個人番号がわかるもの
・印鑑

社会保険等を脱退したとき
（扶養をはずれたときも含めます）
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〉
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・個人番号がわかるもの
・印鑑

安芸高田市に転入したとき
（転入前が国保のとき）

・国民健康保険被保険者証
・社会保険等の保険証（コピーでも可）
・個人番号がわかるもの
・印鑑

社会保険等に加入したとき
（扶養になったときも含めます）

②国民健康保険を脱退するとき

平成28年11月診療分一人当たり医療費（単位円）

安芸高田市
28,554全被保険者

県平均
26,614

順位
9

（※県内順位・・・県内23市町で医療費が高い順）

いろんな人々がいる良さ

12
月
に
東
北
大
学
で
開
催
さ
れ
た
多

文
化
共
生
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
印
象
に

残
っ
た
の
は
、
外
国
籍
市
民
の
お
か
げ

で
自
分
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
機
会
が

増
え
た
と
い
う
話
で
し
た
。
例
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ば
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外
国
籍
市
民
に
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本
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、
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え
る
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会
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た
人
、

学
校
か
ら
の
案
内
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説
明
す
る
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す
。
自
分
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
痛
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し
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助
け
て
い
る
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も

り
が
助
け
ら
れ
て
い
た
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は
自
分
だ
っ

た
」
と
い
う
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。
自

分
に
誇
り
を
持
つ
た
め
の
重
要
な
ひ
と

つ
に
、
誰
か
に
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
東
北
の
事
例
は
、
外
国
籍

市
民
が
そ
の
機
会
を
生
み
出
し
た
と
い

え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

実
は
、
い
ろ
ん
な
人
々
が
一
緒
に
す

む
世
界
は
、「
必
要
と
さ
れ
る
」
機
会

が
と
て
も
増
え
ま
す
。
高
齢
者
と
若
者

が
い
る
こ
と
で
、
若
者
は
高
齢
者
の
手

助
け
を
す
る
機
会
を
、
高
齢
者
は
自
分

の
知
恵
を
伝
え
る
機
会
を
得
ま
す
。
山

仕
事
の
プ
ロ
と
行
政
文
書
の
プ
ロ
。
英

語
が
得
意
な
人
と
観
光
現
場
の
人
。
女

性
と
男
性
。
様
々
な
組
み
合
わ
せ
が
あ

り
ま
す
。
誰
か
の
不
得
手
を
得
意
な
誰

か
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助
け
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。
日
本
人
だ
け
の
社
会
だ

と
国
語
の
先
生
以
外
、
日
本
語
を
教
え

る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
外
国
籍
市
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の
存
在
は
日
本
語
を
教
え
る
機
会
を
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本
の
あ
ち
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出
し
ま
し

た
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う
考
え
る
と
多
様
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人
々
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に
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う
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は
、
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ぐ
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が

増
え
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と
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な
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人
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す
る
重
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な
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だ

と
考
え
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と
は
で
き
な
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で
し
ょ
う

か
。
み
ん
な
が
誰
か
に
必
要
と
さ
れ
て

い
る
環
境
で
す
。
外
国
籍
市
民
も
地
域

の
人
々
に
誇
り
を
持
た
せ
る
、
地
域
の

「
い
ろ
ん
な
人
々
」
の
一
人
。
多
文
化

共
生
を
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
見
て
み

る
こ
と
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
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人権多文化
共生推進課
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